
　本年度、6年生を対象に実施された「全国学力・学習状況

調査」について、分析結果から考えられる「粟南っ子」の特徴

や成果と課題についてお知らせいたします。

成果が現れている力

◎目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり、関係付けたりして、伝え合う内容

　を検討すること。

◎人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること。

◎日常的に読書に親しみ、読書が自分の考えを広げることに役立つことに気づく

　こと。

（問題２）　　　（問題１）

　　　　○　　　 　○

△漢字を文の中で正しく使うこと。（同音異義語）

　きょうぎ→○競技　×協議

💡文章を読み進めていく際には、言葉や熟語の

　意味を調べたり確認したりしながら進めていき

　ます。　

△登場人物の相互関係や心情などについて、

　描写を基にとらえること。（問題１）

💡登場人物の心情は、行動や会話、様子、情景などを

　通して表されることがあります。

　そのため、登場人物の心情について考える活動

　を行う際には、理由の根拠として会話や情景描写

　を取り入れて話し合えるように進めていきます。

課題となる力と支援策

△人物像を具体的に想像すること。（問題２）

💡人物像を具体的に想像するためには、登場人物の

　行動や会話、様子など表している複数の叙述を結

　びつけて判断することが重要になってきます。

　そのため、場面や段落ごとに人物像をまとめたり

　心情の移り変わりを考えたりするなど、スモール

　ステップで進めていきます。

国　語
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◎問題場面の数量の関係を捉え、式に表すこと。

　　　　○　　　 　○

課題となる力と支援策

△数量の関係を、□を用いた式に表すこと。

💡問題文をただ読むだけではなく、どの言葉に着

　目すればよいかを確認しながら問題の解決に

　向けて進めていきます。　

△二次元の表を読み取り、必要なデータを取り出し

　て、落ちや重なりがないように分類整理すること。

💡表を読み取る際には、中の数字に着目する前に、

　タイトルや項目が何を表しているかを確認してか

　ら特徴を見つけることが重要です。算数科だけで

　なく、理科や社会科など様々な教科を通して、表や

　グラフの丁寧な読み取りを進めていきます。

成果が現れている力

◎整数÷小数の計算が正しくできること。

◎道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、その理由を言葉や数を

　用いて説明すること。
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成果が現れている力

◇学級の友だちと話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり、新たな考えに気

　づいたりすることができますか。　

◎ペアやグループ活動などを通して、意見を交流する活動を続けている成果だと考えら

　れます。これからもタブレット等を活用して、協働的な学びを多く取り入れていきます。
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課題となる力と支援策

◇国語の勉強は好きですか。　　　　　　◇算数の勉強は好きですか　

◎各教科とも「よく分かる」と回答している割合は全国や県平均より高いですが、興

　味をもって主体的に学習に取り組めるように、課題の設定や導入の工夫などに取り

　組んでいきます。
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